

































































































































敵で， 1670年代，首席大臣の地位にあったダンビ (ThomasOsborne， 1st Duke 
-95 (95) -
of Leeds， 1631-1712， Danbyは伯爵当時の称であるが，通常この名で呼ばれ
る)であった。かれはこの方策によってシャフツベリ (AnthonyAshley Cooper， 
1st Earl of Shaftesbury， 1621-83)のグリーン・リボン・クラブ (GreenRibbon























































































































































































































































































































































































































(1) ‘Some Cautions offerεd to the Consideration of those who are to chuse Members to 
serve in the next Parliament'， Mark N.Brown (Ed.)， The Works 01 George Savile 





(Robert Harley， 1st Earl of Oxford， 1661-1724)がいたことは確かとされている。].A.
Downie， Robert Harley and the Press， Cambridge， 1970， 27.かれはジャーナリズムを活
用した政治家として著名であるが，これはその第一歩であったかも知れない。
(3) さらに後年，ハリファックス著作集以外に， A.F.Pollard (EdよPoliticalPamphlets， 1897， 
また， George Orwell (EdよBritishPamphleteers， London， 1948，にも抄録された。
(4) ハリファックスの略伝としては，ハリファックスの著作の唯一の邦訳書である『日和見
主義者とは何か』山崎時彦，山口孝道訳，未来社， 1986 (以後， Ii日和見主義者』と略記)
に訳者共同執筆の「ハリファックス一生涯と著作」が付記きれている。
(5) ].P. Kenyon (EdよHa!仇xComρlete Works， Pelican Classics， 1979， Introduction， 3. 
(6) 1963年‘Maximsof the Great Almonsor'， Brown， 1， 292-95以下「金言集」とする。
これはウィリアム3世批判の33の警句から成る文章で，これに関係した印刷業者や販売者
は逮捕，投獄きれている。 94年には‘ARough Draught of a New Modell at Sea'， ibid. 
296-308，これは海軍士官の構成を論じながら，憲政のあり方に言及したもので，やや焦点
の定まらぬ文章である。
(7) ].H.Plumb， The Growth 01 Political Stability in England 1675 -1725， London， 1967， 
140. 
(8) Memoirs (Ed. by A.Browning， 2nd Ed. London， 1991)によってハリファックスの消息
を伝える SirJohn Reresby (1634-89) もその一人であり， Sir W.Hickman (1629-82) 
もそうであった。ただし両人の没年が示すようにハリファックスとの関係は名誉革命以前





(1) ].R.Western， Monarchy and Revolution the English State in the 1680s， London， 
1972， 399. 
(12) Ibid.，ただしウエスタンが省略した部分を， H.C.Foxcroft， L約 andLetfers 01 Sir 








(15) 同時代人 GilbertBurnet (1643-1715)によると， 93年頃，少数派は議会の早期解散を
望み，チャールズ2世の長期議会 (1661-79)が「年金者議会」と呼ばれたのに倣い， r将
校議会」と呼ぴ， rわれわれは常備軍 (standingarmy)と万年議会(StandingParliament) 
に支配されている」と称した， とのことである。 Burnet(M.J .Routh， EdよHistoη01His 




のである。」‘PoliticalThoughts and Reflections'， 1750， Brown， I， 225.遺稿を孫娘が出
版したもの。
(1司 チャー ルズ、2世の晩年1684年，閣議でハリファックスが絶対主義批判の発言したのにた
いし，非難したもの。 Foxcroft，1， 428. 
(18) ソマーズが任ぜられた国璽尚書 (Keeperof the Great Seal)はハリファックスが2度





(19) この人事は「ウィック。政権へ向かつての第一歩を示すものであった」とされる。 Wi1iamL. 
Sachse， Lord Somers， Manchester， 1975， 69.国王の露骨なウイッグ支持がハリファック
スの不信を招いたものであろう。ブラウンによると，ウィリアム批判の「金言集」が流布
されたのは，この人事の時機の前後とされる。 Brown，Intro.， 1， 119.またマコーリは当時
の新聞記事により，国璽尚書退職後には年額2千ポンドの年金が約束されたと伝える。















ω Foxcroft， H， 207. 1688年12月から90年3月に及ぶ時期，すなわちハ 1)ファックスがウイ
リアムの側近であった時期の，ハリファックスのいわば「側近日誌」が，所在に因み， 'The 




































(39) J.R.Jones， The Revolution in Context'， Jones (Ed.)， Liberty Secured? Britain Belore 
and Aβer 1688， Stanford， 1992， 43. 
側 HenryHorwitz， Parliament， Policy and Politics in the reign 01 William III， 
Manchester， 1977， 323. 
(41) Ibid.， 324. 
側 たとえば， 1690年3月に成立した議会の第5会期は93，11， 7 -94， 4， 25，次の第6会期は





側 Brown， 1， 148，なおブラウンは，ハリファックスが他の遺稿において，手数料(官公吏
の収入となる)や俸給の削減を説いていることについても，「ハリファックスは改革家の姿
を示しているが，ぞれは社会的には保守的，反動的ですらあった」と評している。 I，19. 
側 EdmundBurke， Thoughts on the Cause 01 the Present Discontents， 1770. 
制 J.A.W.Gunn， Factions No More， Letchworth， 1971は18世紀における党派論を集めてい
るが，伝統的な党派批判10篇のうち， 3篇がハリファックスの文章である。
側 Orwell， 166. 
側 オーウェルは「警告」について，歴史的解説は不要で、ある。ハリファックスはあらゆる
時代に向かつて語っている， と述べている。 Ibid.，167. 




側 Burnet， IV， 455-56.ただし，これは1700年についての記述である。
-114 (114) -
6心‘Observationsupon a late Libell called a Letter from a Person of Ouality to his 





(56) Brown， loc. cit.， 
m ケニョンはかれらを‘thegreat neutral magnates'と呼んでいる。 Kenyon，The Stuarts， 
Glasgow， 1979 (reprよ194.
側今井宏(編)， Ii世界歴史大系イギリス史2 近世』山川出版社 1990，359. 
側 因みに首相任命についてラスキは次のように述べている。
「理論的には，総理大臣の選任は国王の裁量権に属するが，実際的には，国王の裁量の幅
は政党政治の必然性によって著しく狭められている。JHarold J. Lask; (前田英昭訳) Iiイ
ギリスの議会政治』日本評論社 1990，209.原著刊行は1938年。
側 1. Kramnick， Bolingbroke and His Circle， Cambridge， U.S.A.， 1968， 34.ただし壮年期
のボリンフソレックはトーリ内紛の張本人であった。
(61) J.G.A.Pocock， The Machiavellian Moment， Princeton， 1975， 478. 
-115 (115) -
富大経済論集第39巻第 1号正誤表
頁 行 誤 正
37 下から9 Gedachtnissschrift fur Gedachtnissschrift fur 
38 下から8 DeγKomi争γvm;泣αls Deγ Kom長γvmi，8αls
ノ 下から 7 Der Kompromis in Der Kompromisin 
54 1 0 新事室進出 新事筆進出
63 9 (1990B) (1990b) 
68 下から 1 無用の長物ある 無用の長物である
9 9 I下から4 ウご仁ッグ ウィッグ
101 下から 10 担せられた …戸三1 1 4 1 0 J.R.Jones， The Rev- J.R.Jones， 
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